
　
大
阪
で
日
本
国
際
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
中
、
私
た

ち
の
学
び
舎
山
梨
大
学
で
は
、
卒
業
二
十
年
目
研
修
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
　
実
行
委
員
会
発
足

　

典
会
で
は
、
会
員
が
旧
交
を
温
め
、
こ
れ
か
ら
の
歩
み

を
考
え
る
機
会
と
し
て
、
卒
業
二
十
年
目
に
研
修
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
今
回
も

典
会
事
務
局
よ
り
連
絡
を
い
た
だ

き
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
卒
業
生
の
多
く
が
教
育
現
場
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
か

ら
、
山
梨
大
学
で
教
鞭
を
と
ら
れ
て
い
る
三
井
一
希
先
生
に

講
演
を
依
頼
し
ま
し
た
。
三
井
先
生
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

大
変
お
忙
し
い
中
に
も
関
わ
ら
ず
、
快
く
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
時
　
令
和
七
年
七
月
二
十
六
日
（
土
曜
日
）

　
会
場
　
山
梨
大
学
　
大
学
会
館
ラ
ウ
ン
ジ

　
内
容
　
研
修
会
・
記
念
撮
影
・
同
級
会

　
来
賓
　
山
梨
大
学
教
育
学
部
准
教
授

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
井
　
一
希
　
様

　
　
　
　

典
会
会
長
　
　
　
　
長
谷
川
千
秋
　
様

　
　
　
　

典
会
筆
頭
副
会
長
　
永
田
　
　
徹
　
様

　
　
　
　

典
会
担
当
副
会
長
　
山
田
　
武
人
　
様

　
　
　
　

典
会
担
当
副
会
長
　
祝
　
と
よ
子
　
様

　
　
　
　

典
会
常
任
理
事
　
　
堀
之
内
睦
男
　
様

　
　
　
　

典
会
常
任
理
事
　
　
堀
内
　
正
基
　
様

　
　
　
　

典
会
常
任
理
事
　
　
筒
井
　
　
寿
　
様

　
　
　
　

典
会
事
務
局
長
　
　
青
柳
　
達
也
　
様

　
日
程
　
研
修
会
　（
午
後
一
時
〜
二
時
三
十
分
）

　
　
　
　
　
　
　
　 

講
師
　
三
井
　
一
希
　
先
生

　
　
　
　
記
念
撮
影（
午
後
二
時
三
十
分
〜
二
時
五
十
分
）

　
　
　
　
同
級
会
　（
午
後
二
時
五
十
分
〜
四
時
三
十
分
）

　
参
加
者
の
集
約
に
つ
い
て
は
、
会
員
に
案
内
ハ
ガ
キ
を
郵

送
し
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

出
欠
席
を
入
力
し
て
も
ら
う
方
法
を
取
り
ま
し
た
。
個
別
連

絡
も
行
う
中
で
、
総
勢
十
六
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
八

名
の
徽
典
会
役
員
の
皆
様
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
代
表
と

し
て
長
谷
川
千
秋
会
長
に
ご
挨
拶
い
た
だ
き
ま
し
た
。

二
　
講
演

　
　
演
題
　『
教
育
Ｄ
Ｘ
の
広
が
り
と
デ
ジ
タ
ル
時
代
に

　
　
　
　
　
　必
要
な
資
質
・
能
力
』

　
最
初
に
一
九
〇
〇
年
代
に
描
か
れ
た
二
〇
〇
〇
年
の
未
来

　
第
五
十
五
回
卒
業
二
十
年
目
研
修
会
の
報
告
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を
表
し
た
数
枚
の
絵
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
か
ら
今
の

時
代
を
先
人
が
想
像
し
て
い
た
こ
と
や
既
に
我
々
は
乗
り
越

え
て
い
て
、
そ
の
よ
う
な
社
会
に
必
要
な
資
質
・
能
力
は
何

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
教
育
現
場
に
お
い
て
デ
ジ
タ
ル
化
が
ど
の
よ
う
に

進
ん
で
い
る
の
か
、
生
成
Ａ
Ｉ
を
使
う
こ
と
で
子
供
の
学
び

が
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
様
々
な
事
例
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
予
測
困
難
な
時
代
に
必
要
な
資
質
・
能
力
と
し

て
、
授
業
を
通
じ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
前
提
と
し
た
学
び

方
を
獲
得
し
、
場
面
に
応
じ
て
最
適
な
学
び
方
に
適
応
で
き

る
力
を
獲
得
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
様
々
な
情
報
を
伝

わ
り
や
す
い
、
理
解
し
や
す
い
カ
タ
チ
に
変
え
る
力
を
獲
得

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
ご
教
授
い
た
だ

き
ま
し
た
。

三
　
同
級
会

　
十
六
名
の
同
級
生
が
集
い
ま
し
た
。
昔
話
や
互
い
の
近
況

を
話
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。

卒
業
生
一
人
ひ
と
り
が
、
山
梨
大
学
で
学
ん
だ
こ
と
を
も
と

に
、
様
々
な
経
験
を
積
み
、
社
会
の
中
核
を
担
っ
て
い
る
こ

と
を
感
じ
ま
し
た
。
　

　
今
年
は
戦
後
八
十
年
。
世

界
で
は
様
々
な
場
所
で
争
い

が
続
い
て
い
ま
す
。
目
の
前

の
子
ど
も
た
ち
の
未
来
が
平

和
な
社
会
に
な
る
よ
う
願
う

ば
か
り
で
す
。

　
会
に
集
っ
て
く
れ
た
仲

間
、
準
備
を
進
め
て
く
れ
た

仲
間
、
事
務
局
の
先
生
方
、

皆
様
の
お
か
げ
で
、
無
事
に

会
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
実
行
委
員
会
と
し
て
、

関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
す
べ

て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　
最
後
に
、
研
修
会
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
ご
助
言
を

い
た
だ
い
た
徽
典
会
事
務
局

長
青
柳
達
也
先
生
に
多
大
な
る
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
文
責
　
佐
藤
　
貴
史
）
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